
- 1 -

製造販売承認に当たり意見を聴取する動物用医薬品の概要について

１ ラクトフェリンを有効成分とする牛の乳房注入剤（マストラック）

（１）主成分

ラクトフェリン

（２）対象動物

牛

（３）用法及び用量

マストラック乾燥品をマストラック用溶解用液又は日局「注射用水」を用いて溶解する。

溶解後直ちに１分房当たり１０ｍＬ（ラクトフェリンとして２００ｍｇ）を乾乳後７～１４日の乳

房内に注入する。投与は１回とする。溶解用液に日局「注射用水」を用いる場合には、１

分房当たり１０ｍＬで溶解する。

（４）効能又は効果

分娩直後の乳房炎発生率の低減

２．アセトアミノフェンを有効成分とする豚の経口投与剤（ピレキシン１０％）

（１）主成分

アセトアミノフェン

（２）対象動物

豚（哺乳豚を除く）

（３）用法及び用量

本剤３００ mg/kg 体重（アセトアミノフェンとして３０ mg/kg 体重）を飼料に均一に混じて５日

間連続経口投与する。 適切な抗菌剤とともに使用すること。

（４）効能又は効果

細菌性肺炎における解熱
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